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近年，路地空間や路地風景に魅力を見出す動きが活発である．文学，写真作品から実際のまちづくりや
設計まで路地を好意的に捉える動きは枚挙に暇がない．しかし，かつて路地は都市計画上において災害時
危険空間，自然発生的で計画外の道，モータリゼーションを許容しない，あるいは一般的なイメージで言
えば貧しい，閉鎖的，近所つき合いに煩いといったネガティブイメージが大勢を占める場所であったと言
える．それではいつから，そしてなぜ路地に対する評価に大きな転換が訪れたのであろうか．本研究にお
いては，路地風景がいつから，そしてなぜ，価値を持つようになったのかという問いに対して仮説と考察
を提示する． 
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１．はじめに 
 

(1)背景および目的 

 近年の路地ブームとでも言えるような路地に関する
様々な言説や現象を見ていると，路地風景や路地空間に
関するいくつかの問いが成立する． 
̶「路地風景は昔から良きものとして見られていたのだ
ろうか？」 
̶「路地風景が発見された，あるいは復権したとすれば，
その背景として人々の風景観がなんらかの理由でシフト
したからではないのか？」 
̶「一体なぜ，そしていつから路地の魅力，価値は見出
されたのか？」 
 このような疑問を抱くのも，路地というのは近代都市
計画の中で，あるいは一般の人々の意識レベルにおいて
も接道条件を満たさない，災害時危険空間，自然発生的
で整理されていない前近代的な空間，閉鎖的，プライバ
シーがないといった認識のもとで軽んじられてきたはず
の存在であるからである． 
 仮に，路地に対する人々の価値判断，風景観がシフト
したと言えるならば，それはいつで，いったいなぜなの
だろうか． 
 この疑問が本研究の背景であり，この疑問に答え得る
仮説を提示し，その蓋然性を示すことが本研究の目的で
ある． 
 

 

(2)既往研究 

1990年代に入る頃から路地空間におけるあふれ出し
現象を研究対象としたものや，各地の魅力的とされる路
地やその周囲の街区の都市構造を研究対象としたものを
代表として路地空間や生活道路に関する研究は様々な切
り口で数多くなされてきた．また，商業空間や集合住宅
の設計に路地的な要素を盛り込んだり，月島や法善寺横
丁などを代表とした路地空間を実際のまちづくりに活か
そうという試みもこれまでなされてきた．これらは現在
進行形の話でもある．しかしながら，いつから，そして
なぜ多くの人が路地に魅力を見出していているのかとい
う最も根本的な問いに答える研究はこれまでされてこな
かった． 
 

(3)本研究における路地の定義と分類 

 様々な人が様々な定義を用いて路地を論じているが，
本研究においては様々な路地の定義を緩やかに包む以下
の定義を路地の定義として用いる． 
 
両側を最低一つずつ以上の建築物に挟まれた，車の通過
交通のない，幅員4m以下の道を本研究における路地と
する 
 
 そのうえで，路地をその空間的性質，性格から大きく
３つに分類する． 
a，生活系路地 
 地域住民の生活に根ざした路地であり，少なくとも一



 

軒以上の住居の入口に面している路地を生活系路地する．
園芸や自転車，洗濯物など，生活の匂いのするものが置
かれていることが多い． 

 
図-1 生活系路地の例，本郷四丁目 
b，しつらえ系路地 
 多くは古くからの花街，料亭，あるいは茶室につなが
る道となっている路地．植木や花，飛び石が設えられ，
水まきなども日常的に行われるような，客をもてなす空
間として意識され，洗練された路地をしつらえ系路地と
する． 

 
図-2 しつらえ系路地の例，京都産寧坂界隈 
c，商業地，繁華街系路地 
 商業地や繁華街などに存在する路地で，商店が建ち並
んでいたり，飲食店が軒を連ねている路地を商業地，繁
華街系路地とする． 

 
図-3 商業地，繁華街系路地の例，谷中すずらん通り 
 

(4)本研究において対象とする路地 

 本研究においては上記の分類のうち，生活系路地につ
いて取り上げ，それに関する風景観の変化について論じ
る．近年評価に大きな変化が見られるのは生活系路地で
ある為である． 
 
 
２．路地風景の発見に関する仮説 

 

 研究に際して，まず生活系路地風景の発見に関する仮
説を立て，それを検証するというスタイルをとった． 
 まず仮説として以下の二つの仮説と一つの補仮説を立
てた． 
 
仮説１ 
生活系路地空間，あるいは生活系路地風景の魅力や価値
は，昔から一般に認められていたものではなく，高度経
済成長期において見出され，その後，バブル崩壊後の近
年に至り大きく広まったものである． 
 
仮説２ 
生活系路地風景に価値を見出す動き（以後，生活系路地
風景発見とする）の要因として生活系路地の喪失，生活
系路地風景の破壊（注１）と共に，路地風景を古き良き
地縁的コミュニティあるいは古き良き地縁的人間関係の
象徴として見出す心的現象がある． 
 
補仮説 
昨今路地が好意的に論じられる背景には，意図的にせよ，
結果的にせよ，路地の良い面，悪い面のうち，良い面を
大きく扱い，悪い面を隠蔽する路地イメージの“ 捏造”
がある． 
 

 

３．仮説の検証 

 

 仮説を検証する為に都市社会学，その中でも地域内
の人間関係や人間関係に関する社会的な要因を論じてい
る研究，言説をレビューすると同時に，ニッコール年鑑
に掲載された写真作品を検証した． 
 ニッコール年鑑とは，光学機器メーカーNikonが主催
する写真同好会ニッコールクラブが1958年度より年に
一冊出版している出版物であり，内容はその年に投稿さ
れたアマチュア写真家の写真作品のうち，作品として優
秀であると審査されたものを纏めたものである．プロの
写真家による招待作品も載っている．ニッコールクラブ
の発起人としては木村伊兵衛，土門拳，三木淳らが名を



 

連らね，極めて由緒正しい写真同好会であると言うこと
が出来る． 
 ニッコール年鑑に掲載されるためには，アマチュア写
真家が自身の作品の中からこれはと思う作品を選び，投
稿し，それがプロの写真家である審査員に評価されなけ
ればならない．このことからニッコール年鑑に掲載され
ている写真作品は一定の価値のある作品であると認める
こととした．ニッコール年鑑の中にはスナップ写真，風
景写真や，ヌード写真，ポートレイト，動植物を対象と
したものなど，様々な写真作品が含まれているが，スナ
ップ写真や風景写真はどの年もかなりの数含まれている．
この中で，生活系路地に関する写真作品の数と質がどの
ように変遷してきたかを検証することで，生活系路地風
景に関する風景観の変遷を追う手段とした． 
 
a，ニッコール年鑑における生活系路地写真作品数の変
遷 

 
図-4 年代別生活系路地 写真作品数（総数57点） 
 このデータを見ると，生活系路地風景を写した写真作
品は1965年までは，まったく登場せず，1960年代の後
半から現れてくることが分かる．また，1990年前後を
境に生活系路地を写した写真作品の数が大きく増えてい
る．これらは仮説１を裏付けるデータであると言える．
90年代後半に生活系路地に関する作品数が減っている
に関しては，現在のところ説明できないが，2001年以
降，再び路地の写真が増えている．これは昨今の路地ブ
ームに重なる． 
 
b，写真作品の内容について 
 写真作品の内容やその変遷についても検証した．内容
については，主な被写体となっているもの，構図の中で
重要視されているものよって写真のテーマを分類したと
ころ生活系路地に対する喪失感や生活系路地風景そのも
のに対するノスタルジーがテーマとなっていると認めら
れる作品が1996-2005年の十年間で4点（1996-2005の作
品総数は21点）存在することが確認された． 

 また，1996-2005年の十年間で生活系路地に関する写
真作品総数21点のうち地縁的な人間関係をテーマとす
るものが9点，家族や子供をテーマとした作品が10点，
両者を合わせて14点（一作品の中で両者がテーマとな
っている作品が5点含む）見られた．仮説では生活系路
地風景が象徴化されていると述べ，何のシンボルである
かということに関して古き良き地縁的コミュニティ，地
縁的人間関係のシンボルであると，やや狭めて論じてい
たが，子供や家族をテーマとした生活系路地写真作品も
半数近く存在することを考えると，地縁的な人間関係で
なく，血縁的な人間関係も含めて考える必要が生じた． 
 つまり，仮説２は以下のように書き換えられる． 
仮説２’  
生活系路地風景に価値を見出す動きの要因として生活系
路地の喪失，生活系路地風景の破壊と共に，生活系路地
風景を「地域環境や血縁，地縁の人間との親密で相互扶
助的な関係」の象徴として見出す心的現象がある． 
 
 また，一口に地縁や血縁がテーマと言っても，その内
容に年代による傾向があることが見て取れた．具体的に
は80年代の後半から，井戸端会議のような場景や地域
の大人と子供が同じ場を共有し，親密な様を見せるよう
な，路地における良好な人間関係，地縁血縁のコミュニ
ティを強調する作品が多く現れるようになり，近年では，
デジタル合成により路地におけるそのような情景を人為
的に作り出した作品までもが現れるようになった．この
ことから，80年代後半から，路地を舞台とした良好な
地縁血縁の人間関係を希求する心が多くの人に共有され
ていったことが伺える． 

 

図-5 60-70年代の作品例 



 

 
図-6 80年代後半以降の作品例 

 
図-7 近年見られるデジタル合成作品の例 
４．まとめと考察 

 ここまでの検証と，旧来より積み重ねられてきた都市
社会学的な知見や路地に関する研究を複合すると，路地
風景の発見に関して以下のような考察を持つに至った． 
 
 生活系路地風景発見の背景にあるものとして生活系路
地空間の喪失，あるいは破壊が考えられるが，それに加
えて，路地風景，路地空間が地縁血縁に基づく良好な人
間関係のシンボルとして眺められ，価値を見出されてい
る面がある． 
 極めて概略的に言えば，近代化，特に戦後の高度成長
期において，都市化が急速に進む中で，都市社会学者の
言う相互扶助システムから，専門処理システムへと生活
様式のシフトが必然として起きた．言い方を変えれば，
都市化が進む中で個人化，私化が進行した．町内会や自
治会，さらに小さな単位で言えば隣近所といった旧来の
人間関係のありかたも，解体の流れに呑まれていった． 
 地縁血縁的な人間関係だけでなく，就業形態のありか
た，プライバシー志向，その他さまざまな要因の中で，
都市に生きる人々の人間対人間の関係はかつてのような
密度を失っていったと言える．その反動として，人との
交流や，濃い人間関係に対する希求，飢えのようなもの

が，社会的な要請，個人的な願望両面から生じた．さら
にバブル崩壊，その後の経済不況，もっと大きな枠組み
で言えば戦後の都市の流れを形作ってきた都市成長・発
展シナリオから都市衰退・再生シナリオへのパラダイム
のシフトが現在起こっている．そのなかで人々の価値観
も変換を迫られており，相互扶助的な社会システムのあ
り方に対する見直しや人間回帰の現象も今まさに起こっ
ていることである． 
 その中で，旧来の地縁血縁的なコミュニティに対する
価値の見直し，あるいは憧憬のようなものが高まり，地
縁的あるいは血縁的で，人との交流や濃密な人間関係を
未だ維持している（ように見える）生活系路地空間やそ
の眺めである生活系路地風景を，社会，あるいは自らが
希求しているもののシンボルとして価値あるものとして
見ている人が多く，それが近年の路地ブームにつながっ
ているのではないだろうか 
  
 なお，本研究の仮説で述べていることはあくまで一定
の蓋然性をもつに仮説に過ぎず今後も考察を高次なもの
に高めていく必要があることを付記しておく． 
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